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要旨

海王星大気の鉛直構造を概観する。
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1 海王星大気の鉛直温度分布

図 2はボイジャー探査機の赤外放射観測から得られた海王星の緯度別の温度鉛直
分布である. 成層圏 (温度極小点より上層)で緯度による違いが顕著に見られる.

図 2.ボイジャーの赤外放射観測による緯度別の海王星の温度鉛直分布 ( Conrath
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et al. 1989 ).

○練習問題 : 対流圏が断熱温度減率にしたがうかどうかを確認せよ.

2 掩蔽による温度鉛直分布と組成の鉛直分布

図 4はボイジャー 2 号の掩蔽 (えんぺい,Occultation)観測による p 海王星大気の
温度および組成の鉛直分布である.

図 4. 海王星大気の温度および組成鉛直分布. INGRESSは 62◦N～59◦N, EGRESS

は 45◦S～20◦S のデータである. 高度は 1 bar を基準にしている. ( Lindal et

al. 1990 )
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